
末梢動脈疾患の治療法とは
　治療方法は図５のように病気の段階により異なります。
まずは原因となった因子のコントロールが中心になりま
す。禁煙、および糖尿病、脂質異常症（高コレステロール血
症）、高血圧の管理が必要です。これは病気の段階に関係な
く、動脈硬化を抑制する、さらには今後さらなる動脈硬化
による病気の発症を抑える上で、最も大事な治療法と言え
ます。
　次に症状が軽い方では生活習慣の改善に加えて、運動療
法を行います。週に3～4回、35～50分間、運動と安静を
繰り返す形で歩くという形です。厳密にこの方法でなくて
も、痛みが出るまで歩く―休むを繰り返し行うことで、無
症状で歩ける距離が徐々に延長します。またほとんどの方
で加えて薬物療法を併用することとなります。１～２剤の
抗血小板薬という薬を内服することで、痛みが出るまでの
歩行距離が延長することが報告されています。
　ただし、ご高齢の方になってくると上記のような運動療
法も、痛みが前面にでることで意欲がそがれ、なかなか難
しいと思われます。そのため間欠性跛行以上の症状がある
方（安静時疼痛や潰瘍/壊疽の方を含む）に関しては、最初
から血管自体の治療を行うこともあります。狭窄もしくは
閉塞している血管に対して、もとある血管を広げたり、バ
イパスをつなぐことにより血流を改善させることを血行再
建と言います。

末梢動脈疾患に対する血行再建とは
　カテーテルを用いた血管内治療と外科的に切開するバイ
パス術とに分かれます。近年末梢動脈疾患の領域において
は、病変にもよりますが、日本だけでなく海外でもカテー
テルを用いた血管内治療を第一選択とすることが推奨され
ています。血管内治療とは、もとある血管を再建すること
で（図６）、我々循環器内科が得意とする狭心症や心筋梗塞
に対して行う治療と同様のものです。カテーテル検査/治療
となると、侵襲性もあり抵抗を感じる方も多いと思われま
すが、循環器内科では検査のみであれば２泊程度の入院で
可能であり、検査のみであれば15～20分程度、病変にも
よりますが治療であれば1.5 ～２時間程度のものとなりま
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す。また治療翌日から今までと同様に生活することも可能
です。また腎臓の機能が悪い方であれば、腎臓に負担のか
かる造影剤を全く使わず治療を行う方法もあります。

最後に…
　末梢動脈疾患は手足の症状だけを示すものであっても、
動脈硬化は手足に限らず体中の血管に及んでいる可能性が
あります。図７のように末梢動脈疾患の半数の方は、心臓
や頭の血管に病変を持っているという報告もあります。ま
たこの病気の方で亡くなる多くの方が虚血性心疾患（狭心
症や心筋梗塞）であり、下肢だけみるのではなく、心臓を
含めた全身の血管病変に目を向ける必要性があります。ま
た糖尿病を含めた動脈硬化の因子をコントロールしていく
ことが必要で、内科的な管理および生活習慣の改善をしっ
かり行うことが大切です。
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　まだまだ暑さが厳しく続いておりますが、皆様いかが
お過ごしでしょうか。この度“研修医だより”を担当さ
せて頂きます、研修医1年目の藤原勇太と申します。拙
い表現もありますが御了承下さい。

　私は研修1年目をここ浜田医療センターで行い、2年
目は島根大学附属病院で行う予定となっております。浜
田での生活は1年と短い間になりますが、研修はもちろ
んのこと浜田ならではのものも楽しみたいと思っていま
す。そもそも私は県外出身で、よく何故地元に帰らずに
島根に残ったのか聞かれます。私は直前まで地元に帰ろ
うかどうか迷いましたが、島根での出会いや地元にこだ
わっている自分に疑問を感じて島根で研修することに決
めました。確かに住み慣れた地元だと過ごしやすいです
し、症例数も多く、より多くの人の手助けができると思
いますが、私は“数”をみるのではなく、一人ひとりの
“人”を診ることが大事だと考えています。

　私が浜田医療センターに赴任してから早くも4カ月が
過ぎました。赴任当時から僅かな知識で上級医の先生方
や先輩研修医の方々と診療させて頂きましたが、まだま
だ未熟でスタッフの方々に御迷惑をかけてばかりです。

R e s i d e n t

後半年も過ぎれば後輩研修医ができて指導する立場に
なりますが、これまでの研修医生活が過ぎる早さを考
えると不安や焦りで一杯です。しかし、浜田医療セン
ターでの研修を積極的に行うことで、少しでもその不
安や焦りを自信に変えていくことが出来ると思ってい
ます。つまりは、自分の積極性次第で実のある研修生
活を送れると考えています。口で言うのは簡単です
し、私は元々積極的な方ではありませんが、ここ浜田
医療センターでそんな自分を変えていこうと思ってい
ます。

　この“研修医だより”を見て下さっている学生の方々
もおられるかと思います。将来的に都会の有名病院で研
修したいと考えている方、島根に残り研修していこうと
考えている方、私と同じようにまだまだ迷われている方
など様々だと思います。ここ浜田医療センターでは上級
医・病院スタッフの皆さんの協力により自分がやりたい
研修が出来る環境にあります。“島根のために”と大き
なことは言いませんが、目の前で困っている方の手助け
ができるよう一緒に研修出来れば幸いです。

　最後になりますが、患者さん・患者さんのご家族・病
院スタッフの皆さん、今後の医療のためにも患者さんの
不利益とならないよう、精一杯研修していこうと思って
いますので今後とも御協力お願い致します。乱筆乱文失
礼しました。

1312


